
〈
特
集
「
近
代
日
本
と
西
洋
思
想
の
受
容
」

３
〉

三
　

宅
　

剛
　
一

小
論
に
与
え

ら
れ
た
課
題
は
、
「
三
宅
剛
一
」
（
一
八
九
五
～
一
九
八
二
）
と

い
う
、
昭

和
初
期
か
ら
中
後
期
に

か
け
て
我
が
国
の
学
界
で
活
躍
し
た
哲
学

者
が
、
西

洋
哲
学
の
伝
統
と
取
り
組
ん
だ
そ
の
過
程
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と

を
通
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
テ

ー
マ
「
近
代
日
本
と
西
洋
思
想

の
受
容
」

に
つ
い
て
可
能
な
考
察
を
試
み
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
小
論
で

は
、
紙
幅

の
制
約
上
、
三
宅
剛
一
の
生
涯
と
哲
学
の
全
体
を
網
羅
す
る
こ
と

は
断
念
し
。

大
き
く
三
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ

る
三
宅
の
哲
学
活
動

か
ら
各
代
表
的
著
作

を
一
点
ず
つ
取

り
上
げ
、
西
洋
哲
学
と
の
関
わ
り
方
を
具
体
的

に
検
証
し

、

そ
れ
が
日
本
の
近
代
哲
学
の
発
展
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
特
徴
と
意
義
を
も

つ
か
、
を
確
認
す
る
作
業

に
重
点
を
お
き
た
い
。

酒
　

井
　
　
　

潔

は

じ

め

に

―
―
近
代
日
本
の
哲
学
の
展
開に

お
け
る
三
宅
剛
一
の
位
置
―
―

三

宅

剛

一
　（
み
や
け

・
ご
う
い
ち
）
は

、
明

治

二
八

年

一

月

一

日

岡

山

県

浅

口

郡

鴨

方

町

に
生

ま

れ

た
。

彼

は

、

同
じ

岡
山

県

出

身

の

大

西

祝

（
岡
山
市
）

よ

り

三

一
歳

、
綱

島
梁

川

（
上

房
郡
有
漢
町
）

よ
り

二
三

歳

若

い
。

こ

こ

で

三

宅

に
至

る
ま

で

の

近

代

日

本

の

哲
学

の
発

展

を

、

管

見

に

し

た

が

い
四

つ

の
時

期

に
分

け

、

そ

の

な

か
で

三

宅

が

占

め
る

位

置

の

そ

の

特

徴

と

意

義

を

予

め
測

定

し
て

お
こ

う

。

ま

ず

第

一

期

と

も

い

う

べ
き

は

、
ｐ
ｈ
ｉｌｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｙ

を

「
哲

学

」

と

訳

し

た

西

周

を

代

表

と

し

、
実

証

主

義

や

百

科
全

書

的

な

傾

向

の

哲

学

思

想

が

紹

介

さ

れ

た

時

期

で

、

明

治

一

〇

年

代

ま

で
で

あ

る
。

主

に
ベ

ン

サ

ム
、

ミ

ル

、

ス
ペ

ン

サ

ー
、

モ

ン

テ

ス

キ

ュ
ー

、

ヴ

ォ

ル
テ

ー

ル
な

ど

の

抄

訳

や

ア

ソ

ソ



ロ
ジ
ー
が
出
版
さ
れ
た
。
哲
学
は
、
と
も
す
れ
ば
文
明
開
化
、
富
国
強
兵

の

た
め
の
理
論
的
道
具
と
し
て
、
あ
る

い
は
経
済
思
想
と
し
て
主
に
見
ら
れ
、

そ
の
研
究
自
体
に
も
ま
だ

ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
な
性
格
は
薄
か

っ
た
。

第
二
期
は
、
明
治
二
〇

年
代

に
入
り
、

ド
イ
ツ
哲
学
が
本
邦

に
伝
え
ら
れ
、

今
日
わ
れ
わ
れ
が
哲
学
に
要
求
す

る
も
の

（
人
生
論
や
世
界
観
を
含
ん
だ
真

理
の
探
究
）
が
展
開
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
大
西
祝
や
綱
島
梁
川

は
こ
の
第

二
期

に
属
す
る
。
と

く
に
大
西

の
没
後
明

治
三
六
／

三
七
（
一
九
〇
三
／
○

四
）
年

に
編
集
・
出

版
さ
れ

た

『
西
洋

哲
学
史
』
（
上
・
下
）

は
、
日

本
人

と
し
て
初
め
て
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
西
洋
哲
学
を
、
自
分
の
立
場

か
ら

批
判
的
に
解
釈
し
た
。
ま
た
大
西
は
井
上
哲
次
郎
と
教
育
勅
語
を
め
ぐ

っ
て

論
争
し
、
批
評

主
義
・
理
想
主
義
・
自
由
主
義
の
姿
勢
を
著
し
た
。
大
西
や

綱
島
ら
に
よ
り
、
学
と
し
て
の
哲
学
研
究
の
た
め
の
地
盤
が
我
が
国
に
も
創

設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三

期
の
代
表
的

業
績
と
し

て
は
、
西

田
幾
多
郎

の
『
善
の
研
究
』
（
一

九
一
一
:
明
四
四
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
東
洋
の
伝
統
（
禅
仏
教
）
と
西

洋
哲
学
と
の
総
合
が
真
剣

に
試
み
ら
れ
る
。
西
田

は
さ
ら
に
京
都
帝
国
大
学

在
職
中
（
一
九
一
〇
‥
明
四
三
～
一
九
三
三
‥
昭
八
）
に
三
宅
を
は
じ
め
多
く
の

弟
子
を
育
て
た
。
ま
た
西
田
は
原
典

に
依
拠
し
た
西
洋
哲
学
の
本
格
的
な
紹

介

に
も
功
績
が
あ

っ
た
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

そ
し
て
次
の
第
四
期
こ

そ
、
三
宅
が

、
同

じ
く
岡
山

県
（
津
山
）
出

身
で

三
歳
上
の
出
隆
（
一
八
九
二
～
一
九
八
〇
）
ら

と
と
も

に
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の

哲

学
の
動
向
を
精
確
に
ふ
ま
え
な
が
ら
、
今
日
日
本
の
哲
学
界
で
広
く
行
な

わ

れ
て

い
る
哲
学
研
究

の
方
法

と
理
念
を
或
る
意
味
で

確
立
し

た
時
期
で
あ
る
。

こ
こ
で
後
進
の
研
究
者
達

の
よ
っ
て
進
む
べ
き
規
範

が
示
さ
れ
た
と
も
い
え

よ
う
。
一
九
二
〇
年
代
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
一
方
で
古
典
文
献
学

の
隆
盛
が
見
ら
れ

（
主

に
イ
ギ
リ

ス
と

ド
イ
ツ
）
、

他
方
で
新
カ
ン
ト
主
義
、
現
象
学
、
解
釈
学
等
の
潮
流
が
生
じ
て
い
た
（
主

に
ド
イ
ツ
）
。
出

は
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
文
献
学
的
古
代

哲
学
研
究

の
分
厚

い
伝
統
に
接
し
、
三
宅

は
フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
で
現
象
学

の
最
先
端
を
学
び
、
そ

れ
ぞ
れ
我
が
国
の

ギ
リ

シ
ア
哲
学
研
究
、
現
象
学
研
究
の
礎
を
築

い
た
。

こ
の
よ
う

に
見

る
と
、
大
西
や
綱
島
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
た
（
学
と
し
て

の
哲
学
）
の
研
究
地
盤
を

、
西
田

に
よ
る
深
化
・
徹
底
を
介
し
て
受
け
継
ぎ
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
う
え
で

、
哲
学
史
の
自
立
的
・
批
判
的
解
釈
及
び
個
別

分
野

（
数
理
哲
学
、
現
象
学
）

に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
に
貢
献
し

た
の
が
ま
さ
に
三
宅
の
歴
史

的
意
義
で
あ
る
と
い
え

る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う

か
。
三
宅
の
不
朽
の
労
大
作

『
学
の
形
成
と
自
然
的
世
界
』
（
一
九
四
〇
・
昭

一
五
）
に
よ
り
大
西
の

『
西
洋

哲
学
史
』
は
さ
ら

に
超
え
ら
れ
、
こ

こ
に
基

本
と
派
生
と

い
う
濃
淡

の
あ
る
、
屈
曲
を
も
つ
哲
学
史
が
現

わ
れ
た

の
で
あ

る
。

第

１

章
　

三

宅

剛

一

の
生

涯

と

業
績

―
―
そ
の
概
観
―
―

三
宅
が
初

め
て
哲
学

に
立
ち
入

っ
て
触
れ
た
の
は
、
岡
山
市
内

に
あ

っ
た

旧
制
第
六
高
等
学
校
在
学
中
（
一
九
一
三
‥
大
二
-
一
九
一
六
‥
大
五
）
の
こ
と



で

あ
る
。
当
時
ド
イ
ツ
語
教
官
で

あ
っ
た
立
澤
剛
と
高
橋
里
美
の
薫
陶
に
よ

り
、
三
宅
は
と
く

に
デ
ィ
ル

タ
イ
と
フ
ッ
サ
ー
ル
を
知
る
よ
う
に
な
る
。
そ

し
て
、
立
澤
に
勧
め
ら
れ
て
読
ん
だ

『
善
の
研
究
』
に
感
動
し
た
三
宅
は
、

京
都
帝
国
大
学
哲
学
科
に
進
学
し
て
西

田
幾
多
郎

に
師
事
す
る
こ
と
に
な
る

（
大
五
～
八
）。
西
田

の
下
で

は
、
講
義
や
講

演
を
通

し
て

「
直
観
と
反

省
」

を
め
ぐ

る
西
田
の
思
想
的
格
闘

に
接
し
。
ま
た
当
時
の
現
代
哲
学
の
諸
問
題

（
新

カ
ン

ト
派
、
現

象

学
）

に
誘

わ
れ

、
同
時

に

演
習

を
通
じ

て

ラ
イ

プ

ニ
ッ
ッ
や
ス
ピ
ノ
ザ
等
の
西
洋
古
典
哲
学
の
伝
統
に
も
親
し
ん
だ
。
卒
業
後

ま
も
な
く
新
潟
高
校
に
赴
任
す

る
が
、
こ
の
頃
か
ら
リ
ッ

カ
ー
ト
等
の
新
カ

ン
ト
派

と
対
決
し
、
さ
ら
に
大
正

一
三

年
か
ら
は
東
北
帝
国
大
学
理
学
部
助

教
授
と

し
て

「
科
学
概
論
」

を
担
当
す

る
な
か
で

少
し
ず
つ
自
分
の
方

向
を

模

索
し
て

ゆ
く
。
だ
が
小

論
で

は
そ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
の
詳
細
に
つ
い
て

も
す
べ
て

割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
。
三
宅
六
十
年
余
の
哲
学
活

動
の

な
か
で
公

刊
さ
れ
た
著
書
の
リ
ス
ト
を
次
に
示

す

‥

Ｉ

『
学
の
形
成
と
自
然
的
世
界
』
（
一
九
四
〇

‥
昭
一
五
）

２

『
数
理
哲
学
思
想
史
』
（
一
九
四
七
）

３

『
ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
の
哲
学
』
（
一
九
五
〇
）

４

『
十

九
世
紀
哲
学
史
』
（
一
九
五
一
）

５

『
人
間
存
在
論
』
（
一
九
六
六
）

６

『
現

代
に
お
け
る
人
間

存
在
の
問
題
』
（
一
九
六
八
、
編
著
）

７

『
道
徳
の
哲
学
』
（
一
九
六
九
）

８

『
芸

術
論
の
試
み
』
（
一
九
七
三
）

９

『
時
間
論
』
（
一
九
七
六
）

1
0
『
哲
学
概
論
』
（
一
九
七
六
）

１１

『
経
験
的
現
実
の
哲
学
』
（
一
九
八
〇
）

以
上
の
著
作
と
そ
の
年
代

を
概

観
し

た
う
え
で
わ
れ
わ
れ
は
、
三
宅

の
哲

学
活
動
を

い
ま
大
き
く
前
期
、
中

期
、
後
期
と

い
う
三
つ
の
時
期
に
区
分
で

き
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
（
た
だ
し

、
こ
の
三

つ
の
時
期
は
、
部
分
的

に
は
互

い

に
重
な

っ
た
り
、
前
後
し
て
い
る
所
も

あ
り
、
単

に
排
除
し
あ
う
も

の
で

は
な

い
）
。

ま
ず
前
期
の
中
心
に
あ
る
も
の
は
現
代
哲
学
の
研
究
で
あ
る
。
特

に
フ
ッ

サ
ー
ル
及
び

ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
と
直
接
親
交

を
結
ん

だ
一
九
三
〇

（
昭
五
）
年

五

月

か
ら
翌
年
八
月
ま
で

の
フ
ラ
イ

ブ
ル

ク
留
学
が
三
宅
自
身
に
決
定
的
な

イ

ム
パ
ク
ト
を
与
え
て

い
る
。
『
ハ
イ

デ
ッ

ガ
ー
の
哲
学
』

の
第
一
部

「
ハ

イ

デ
ッ

ガ
ー
哲

学
の
立
場
」

は
、
元

は
帰
国

後
ま

も
な

い
一
九
三

四
（
昭

九
）
年

二
、
三
月

に
東
北
帝
国
大
学
の

『
文
化
』

に
連

載
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
の
前
期

の
代
表
作
と
い
え
る
（
た
だ
し
同

書
の
第

二
部

「
近
著
に
現

わ
れ

た
哲
学
思
想
」

は

ｔｉｏ
ｉｚｗ
ｅｇ
ｅ

に
お
け

る

ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
の
後
期
思
想
を

叙
述
し

た
も

の
で
、
執
筆
は
一
九
五
〇
年
で

あ
る
）
。

中
期
を
代
表
す
る
も
の
は
西

洋
哲
学
の
歴
史
的
研
究
で
あ
る
。
す
で

に
ド

イ
ツ

か
ら
帰
国
後
ま
も
な
く
執
筆

に
着
手
し

、
七
年
余
の
努
力
が
結
晶
し
て

一
九
四
〇
（
昭
一
五
）
年
出
版

さ
れ
た
著

書
こ
そ

『
学

の
形

成
と
自
然
的
世

界
』
で
あ
る
。
『
数
理
哲
学
思

想
史
』
（
一
九
四
七
）
は
謂

わ
ば
そ
の
続
編
で
。

数
学
論
を
含
む
各
哲
学
の
基

本
的

モ
テ
ィ
ー
フ
を
古
代
ギ
リ

シ
ア
か
ら

カ
ン



卜
ま
で
歴
史
的

に
解
明
し

た
も

の
で
あ

る
。
同
書

は
、
三

宅
自
身
が
二
十

年

余
り
在
職
し
た
東
北
帝
国
大
学
理
学
部
時
代
の

「
記
念
」

と
も
い
え
よ

う
。

後
期
は
。
と
く

に
一
九
五
四

（
昭
二
九
）
年
京
都

大
学
文

学
部
に
転
じ
て

以

降
、
前
期
と
中

期
の
仕
事
を

踏
ま
え
た

う
え

で
、
「
人
間

存
在
論
」
と

称

す
る
独
自
の
体
系

を
三

宅
が
構

築
し
て
ゆ

く
時

期
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
現
象

学
の
方
法
と
西
洋

哲
学
の
歴
史

的
研
究
と

が
総

合
さ
れ
た
、
お
そ
ら
く
我
が

国
最
初

の
独

創
的
研

究
で

あ
ろ

う
。
そ

の
体
系

の
宣
言
の
書
が

『
人
間
存
在

論
』
で
あ

る
。
以

後
堰
を
切

っ
た
よ
う
に
続
編

『
道
徳
の
哲
学
』
、
『
芸
術
論

の
試
み
』
が
刊
行

さ
れ
て

ゆ
く
。

そ
こ
で
、
次
章

に
お
い
て

は
、
い
ま
提
示

さ
れ
た
前

期
、
中
期
、
後
期
の

各
代
表
作

に
即
し

な
が

ら
。
三
宅

に
お
け

る
西
洋

哲
学

の
受

容
の
実
態

と
特

徴
を
。
具
体
的

に
分
析

し
評
価
し
て
み
ょ

う
。

第

Ⅱ

章
　

三

宅

の

主
著

に

お
け

る
西

洋

哲

学

の
受

容

第
一
節

『
ハ
イ

デ
ッ

ガ
ー
の
哲
学
』

同
書

の
第
一
部
「

ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
哲
学
の
立
場
」
は
一
九
三
〇

年
五

月
か

ら

一
年
半
近

く
フ
ラ
イ
ブ
ル

ク
に
留
学
し
、
フ
ッ
サ
ー
ル
邸
の
演
習
に
出
席

し

、
助
手

オ
イ
ゲ
ン
・

フ
ィ
ン

ク
の
私

的
授
業
を
受
け
、
こ
れ
と
並
行
し
て

ま

た
大

学
で

ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
の
講
義
を
聴
き
、
オ
ス
カ
ー
・
べ
ッ

カ
ー
か
ら

個
人

的
に

『
存
在
と
時
間
』
（
一
九
二
七
）
の
解
説
を
得

た
三
宅
が
、
帰
国

後

二
年
も

た
た
ぬ
う
ち
に
「
一
種
の
熱
を
持

っ
て

書
き
上
げ
た
も
の
」
で

あ
る

こ

の
論
文

は
い
わ
ゆ
る

ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
哲
学
の
紹
介
と
も
、
ま
た

ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
に
つ
い
て
の
大
方
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
も
異
な
り
、
ニ
つ
の
大
き
な

特

徴
を
も
つ
。

そ
の
第
一
は
、

フ
ッ
サ
ー
ル
や

ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
や
べ
ッ
カ
ー
ら
と
三
宅
が

交

わ
し
た
対

話
の
果
実
が
豊
富
に
見
出
だ
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く

に
当

時

の
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
超
越
論
的
主
観
の
存
在
身
分
と
い
う
現
象
学
の
立
場

に
関
わ
る
「
現
象
学
の
最
終
問
題
」

に
、

フ
ィ
ン
ク
と
共
同
で
取

り
組
ん
で

い
た
だ
け

に
、
三
宅
が
引

い
て
い
る
い
く
つ

か
の
証
言
は
。
哲
学
的
に
も
歴

史

的
に
も
第
一
級
の
資
料
的
価
値
を
も
つ
。
そ
の
第
二
は
、

フ
ッ
サ
ー
ル
や

ハ
イ

デ
ッ

ガ
ー
の
一
々
の
議
論
を
精
密

に
理
解
す
る
と
い
う
だ
け
で

な
く
、

そ

の
哲
学
自
体
の
拠

っ
て

立
つ
立
場
の
、
そ
の
（
隠
さ
れ
た
）
前
提

を
明
ら

か
に
し
よ

う
と
す
る
三
宅
の
姿
勢
が
一
貫
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の

姿
勢

は
三

宅
の
中
期
や
後
期
に
な

っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。

こ
の
論
文

の
内
容
を
見
る
と
、
ま
ず
第
一
章
「
反
省
の
歴
史
性
と
哲
学
の

立
場
」
で

三
宅
は
、
哲
学
は
反
省
を
本
質
と
し
、
反
省
は
哲
学
す
る
こ
と
自

体

に
ま
で
及

ぶ
、
つ
ま
り
哲
学
は
自
ら
の
立
場
性

に
真
摯
で
な
け
れ
ば

な
ら

ず

、
自
己
の
立
場
を
絶
対
化
す
べ
き
で
な

い
、
と
主
張
す
る
。
そ
し
て

フ
ッ

サ
ー
ル
の
現
象
学
で

は
立
場
へ
の
反
省
が
不
十
分
で
、
こ
の
点
へ
の
批
判
が

ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
哲
学
の
動
機

に
な
っ
て

い
る
と
言
う
。
第
二
章
「
現
象
学
的

還
元

へ
の
自
己
還
帰
」
で
は
、
現
象

学
的
還
元
そ

の
も
の
を

エ
ポ

ケ
ー
す

る

こ
と
は
現
象
学
で
は
無
意
味
で
あ
り

。
明
証

な
現
象

に
つ
き
ま
と
う
相
対
性

や
素
朴
性
を
振
り
切

っ
て
絶
対
を
要

求
す

る
の
が
理
性
で
あ
る
が
、
こ
の
と

き

フ
ッ
サ
ー
ル
の
い
う
理
性
が
既

に
歴
史
的

に
制
約

さ
れ
て

い
る
の
で

は
な



い

か

、

と
三

宅

は
指

摘

す

る
。

第

三

章

「

ハ
イ

デ

ッ

ガ
ー

哲
学

に

お
け

る

立

場

の

問
題

」

で

は

。
そ

う

い

う

哲

学

の

立

場

と

い

う

見

地

か

ら

三

宅

は

ま

ず

「
Ａ

．

時
代

的

傾
向

」

に

言
及

す

る
。

そ

し

て

ハ
イ

デ

ッ

ガ

ー

が

当

時

の

ド

イ

ツ

の

青

年

層

の

精

神

的

傾

向

（
Ｊｕ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｂ
ｅ
w
ｅ
ｇ
ｕ
ｎ
ｇ
）

に

相

通

ず

る

要

素

を

も

つ

こ

と

、

ま

た

哲

学

的

に

は

キ

ル

ケ

ゴ

ー
ル

と

ニ
ー

チ

ェ
に

通

じ

る

問

題

意

識

（
近

代

の

合

理

主

義

の

文

化

や

生

活

が

実

は

本

源

的

で

は

な

い

の

で

は

、

と

い

う

疑

い
）

を

持

つ

と

言

う
。
「
Ｂ

．

哲

学

に

お
け

る

前

提

と

哲

学
の
ジ
ツ
ア
チ
オ
ン
」
で
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
真
理
性
の
標
識
を
外
的
標

準

に
求

め

ず

、

解

釈

そ

の

も

の

の

実

存

的

（
ｅ
ｘ
ｉｓ
ｔｅ
ｎ
ｚ
ｉｅ
ｌｌ
）

性

格

に

置

く

と

い

う

点

に

三

宅

は

注

目

す

る

。

存

在

論

的

解

釈

は

、

も

と

も

と

現

存

在

の

存

在

的

性

格

を

基

と

し

、

こ

れ

を

存

在

論

的

可

能

性

に

企

投

す

る

の

で

あ

る

。

か

く

し

て

哲

学

の

前

提

は

、

哲

学

の

中

で

初

め
て

現

わ

れ

て

く

る
も

の

で

は

な

く

、

現

存

在

が

常

に

前

提

し

、

生

き

て

し

ま

っ
て

い

る
も

の

の

顕

在

化

に

過

ぎ

ぬ
、

と

言

わ

れ

る

。

さ

ら

に

「
ｃ

．

実

存

の
真

理

と

有

限

的

自

由

」

で

は
、

哲

学

は
或

る
確

固

と

し

た

立
脚

地

を

と
ら

な
け

れ
ば

、

言

い
換

え

れ
ば

見

方

の

一
面

性

を

知

り

つ

つ
、

自

己

の

真
実

を

生

か
す

た

め

に

、
そ

の

立

場

に
飛

び
込

む

と

い
う

こ

と

が

な

け

れ

ば

不

可

能

で

あ

る

、
と

結

論
す

る

。

有

限

な

真

理

を

有

限

的

実

存

と

し

て

生

か

そ

う

と

す

る

と

こ
ろ

に

、
三

宅

は

ハ

イ
デ

ッ

ガ

ー
哲

学

の

立

場

の

特

色

を

認

め

、

こ

れ

に

強

く
同

感

し
て

ゆ

く

。

現

実

の
人

間

と

し

て

立
ち

う

る

立

場

の

自

覚

の

う

え

に
哲

学

的
分

析

を
展

開
し

よ
う

と

す

る

ハ
イ

デ

ッ

ガ

ー

ヘ

の

こ

の

よ

う

な

評

価

は

、

ま

た
三

宅

自

身

の
哲

学

観

に
も

な

っ
て

ゆ

く

。

こ

う

し

た

哲

学

の

立

場
そ

の

も

の

を

問

い

つ
め
る
姿
勢
は
、
例
え

ば
同

時
期

に
出
た
和
辻
哲
郎
の
『
風
土
』
（
一
九
三
五

‥
昭
一
〇
）（
と
く

に
第
一
章
「
風
土
の
基

礎
理
論
」
）
な
ど

に
お
け

る

ハ
イ

デ
ッ

ガ
ー
理
解
の
及

ば
ぬ
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
和
辻

に
は
「
志
向
性
」
と

か

「
気
分
」
な
ど
の
概
念
へ
の
言
及
だ
け
で
、

そ
う
し

た

ハ
イ

デ
ッ

ガ
ー
の
概

念
が
そ
も
そ
も
前
提
し
て

い
る
立
場
、
と

い
う
も
の
へ
の
洞
察
は
見
ら
れ

な

い
の
で
あ
る
。

第
二
節

『
学
の
形
成
と
自
然
的
世
界
』

こ
の
書
は
、
そ
の
「
序
」
冒
頭

に
、
「
西

洋
の
古
典
的
哲

学
の
歴
史
的
研

究
で

あ
る
」
と
宣

言
さ
れ
て

い
る
。

執
筆
の
外
的

な
動
機

は
、
一

九
三
三

（
昭
八
）
年

の
「
岩

波
講
座
哲

学
」

の
た

め
で
あ

っ
た
が
、
内

的

に
は
先

の

論
文
「

ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
哲
学
の
立
場
」
で
出

さ
れ
た
「
哲
学
の
立
場
」

へ
の

反
省
が
一
層
徹
底
さ
れ
、
西
洋
哲
学
の
立
場

全
体
を
歴
史
の
中
に
検
証

し
て

ゆ
く
と

い
う
作
業

に
三
宅
を
向

か
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
表
題
が
「
学
の
形

成
と
自
然
的
世
界
」
と
称
す
る
の

は
、
そ
れ
が
西
洋

の
哲
学
史
の
中
心
問
題

だ
か
ら
で

あ
る
。

部
分
と
全
体
、
あ
る
い
は
有
限
と
無
限
と

い
う
本
質
的
問

題

を
め
ぐ

っ
て

世
界

と
い
う
も

の
が

考
え

ら
れ
、
学
を
形

成
す

る
よ

う
に

な
っ
た
の
が
西

洋
哲
学
史

の
特
色
で
あ
る
。
三
宅
の
場
合
、
そ
の
よ
う
に
無

限
へ
の
関

係
か
ら
世
界

を
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
動

機
の
一
つ

は
、
数
学

に

つ
い
て

の
哲
学

的
考
察

（
例
え
ば
集
合
論
）
で
あ
っ
た
し
、
数
学
的
研
究
を

基
礎
に
も
つ
点
も
本
書

の
強
み
で

あ
る
。

し
か
し
歴
史
研

究
へ
の
沈
潜

は
そ
も
そ
も
何
の
た
め
で
あ
ろ
う

か
。
三
宅

は
、
過
去
の
哲
学
の
歴
史

的
事
実
性
を
忠
実
に
再
現
し

た
う
え
で
「
過
去
の



哲

学
者

の
認
識
を
認
識
し
た
い
」

と
考
え

た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
異
な
る
思

想

の
伝

統
に
出

会
う
こ

と
に
よ

っ
て

自
己
の
思
想
を
錬
磨
し
、
真
の
反

省
を

得

る
た
め
で
あ
り
、
「
自
己

に
甘
え

た
節
制
な
き
主
観
性
に
陥
る
危
険
か
ら
、

わ
れ

わ
れ
の
哲
学
を
護

る
た
め
」

で
も

あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
も
三
宅
宛
の
書

簡

の
な
か
で
、
哲
学
史
研

究
が

「
後
追
い
的
思
惟
の
受
動
性
」

に
陥
っ
て
は

な
ら
ず

、
自
己
活
動

的
な
思
惟
が

常
に
根
底
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
旨
、
助
言

し
て

い
た
。

と
こ
ろ

で
、
同

書
の
出
版
直
後

に
出

た
下

村
寅
太
郎
に
よ
る
書
評
に
は
、

「
率
直

に
い
っ
て
我
が
国

の
哲

学
史
研
究

は
甚

だ
振
わ
な

い
」

と
の
書
き
出

し
で
、
実
際

に
哲
学
史
的
伝
統
を
ほ
と

ん
ど
持
た
な
か
っ
た
日
本
の
学
界

の

特
質
が
批
判
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
だ
け

に
、
流
行

の
底

に
本
質

を
把
握
し

、

西

洋
哲
学
を
歴
史
性

に
お

い
て
理
解
し

た
三
宅

の
同
書

を
、
下

村
は
「
我
が

国
哲
学
界

の
近
来

の
事
件
で
あ
る
」
と
評
価
す

る
の
で

あ
る
。

同
書

の
内
容

は
以
下

の
順
に
八

つ
の
章

に
分

か
れ
て

い
る

‥
「
プ
ラ

ト
ン

以

前
の
数

学
的
宇
宙
論
」
、
「
イ

デ
ア
と

数
」
、
「
『
テ
ィ

マ
イ

オ
ス
』

に
お
け

る
宇
宙
論
」
、
「
プ
ラ
ト
ン
以
後

の
哲
学

に
お
け

る
無
限
の
思
想
」
、
「
十
四
世

紀

オ
ッ
カ
ム
派

の
自
然

哲
学
」
、
「
デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
延
長
」
、
「
モ
ナ
ッ
ド

と
世
界

（
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
）
」
、
「

カ
ン
ト
に

お
け

る
時
間

、
空
間
、
お
よ

び

世
界
」
。
各
章
と
も
精
緻
で
徹
底

し
た
考

察
が
展

開
さ
れ
て

い
る
が
、

い
ま

第
七
章

の
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ッ
解
釈
を
取
り
上

げ
、
そ
の
特
徴
及

び
ラ
イ
プ

ニ
ッ

ッ
研
究
史

へ
の
貢
献
と

い
う
観
点

か
ら
、

二
点
に
絞
っ
て

述
べ
る
。

第
一

に
、
実
在

（
実
体

モ
ナ
ド
）
の
非
連

続
と
い
う
立
場

に
た
つ
ラ
イ

ブ

ニ

ッ
ツ

が

、

生

命

体

な

ど

の

合

成

実

体

に

も

何
ら

か

の
リ

ア

ル

な

統

一

を

認

め

る

た

め

に

最

晩

年

に

提

示

し

た

「
実

体

的

紐

帯
」
（
ｖ
ｉｎ
ｃ
ｕ
ｌｕ
m

ｓ
ｕ
ｂｓ
ｔａ
ｎ
ｔ
ｉａ
ｌｅ
）

こ

そ

、

モ

ナ

ド
論

の

急

所

だ

と

三

宅

は

見

る

。

そ

し

て

こ

れ

は

「
事

象

そ

の

も

の

の

要

求

」

に

よ

っ
て

、

ラ
イ

プ

ニ

ッ
ッ

の
元

々

の
形

而

上

学

的

非

連

続

観

が

「
譲

歩
」

ま

た

は

「
緩
和

」

せ

し

め

ら

れ

た

も

の
で

あ

ろ

う

と

言

う

。

ポ

エ

ム
の

歴

史

的

説

明

や

デ

ィ

ル

マ

ン
の

解

釈

も

押

さ

え

た

う

え

で

、

三

宅

は

自

ら

の

こ

の

見

解

を

「
ラ
イ

プ

ニ

ッ
ッ

哲
学

に
対

し

て

、

ま

た

そ

の

研

究

者

に

対

し

て

提

出

し

た

い
」

と

言
明

す

る

。

第

二

に

、

モ

ナ

ド
論
の
思
考
枠
は
、
多
を
一
へ
の
分
有
の
仕
方
に
関
係
づ
け
る
プ
ラ
ト
ニ
ズ

ム
の

伝

統

に

入

る

が

、

ラ

イ

プ

ニ
ッ
ッ

の
思

惟

は
最

初

か
ら

暗

黙

の
う

ち

に
、

互

い

に

独

立

な
無

限

「
多

」

の

ほ

う

に
偏

向

し

て

お

り

、

だ

か
ら

こ

そ

一
と

多

の

関

係

が

主

題

と

な

り

、
ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｉｍ
ｅ
ｒ
ｅ

が

出

て

く

る

の

だ

と

三

宅

は

指

摘
す
る
。
こ
の
「
表
出
」
概
念
に
つ
い
て
も
、
マ
ー
ン
ケ
や
ケ
ー
ラ
ー
の
史

的

考

証

も

よ

く
見

た

う
え

で

三
宅

は
、

言

葉

を

辿

る

だ
け

で

は
駄

目

で

、

本

質

的

な

動

機

や
思

想
連

関

を

こ
そ

問

う

べ

き

だ

と

注

意

し
て

い

る
。

と

も

あ

れ

、
下

村

の

評
し

た

よ

う

に

「
十

年

の

思

索

と

読
書

を

必

要

と

す

る

だ

け
で

な

く

、
特

別

な

教

養
と

努

力

を

要

求

し

た
文

字

ど

お
り

の
力

作

で

あ

り

、

大
作

で

あ

る
」

本

書

に
対

し

、
京

都

帝

国

大

学

は

一
九

四

三

（
昭
一

八
）

年

二
月

文

学
博

士

の
学

位

を
授

与

し

た

（
審
査
委
員

‥
山
内
得

立
、
田
辺
元
、

天
野

貞
祐
）
。

第

三
節

『
人

間

存

在

論
』

本

書

の
出

版

自

体

は

一

九

六

六

（
昭
四

一
）
年

で

あ

る
が

、

そ

の

構

想

は



「
か
な
り
前
か
ら
」

練
ら
れ
て

い
た
。
例
え
ば
一
九
五
五
（
昭
三
〇
）
年
六
月

岡
山
大
学
で

開
催
さ
れ
た
関
西
哲
学
会
で

は
「
人
間
存
在

の
問
題
」
と
題

し

て
講
演
し
て

い
る
し
、
京
都
大
学
文
学
部
教
授
在
任
中
（
一
九
五
四

～
五
八
）

も
、
「
人
間
存
在
論
」
と
題
す

る
研

究
講
義

を
連
続

し
て

行
な

っ
て

い
た
。

ま
た
学
習
院
大
学
（
一
九
五
八
～
六
五
）
在
職
中
の
哲
学
概
論
講
義
の
中
で
も

「
人
間
存
在
論
」
が
扱

わ
れ

て
い

た
。

本
書

は
『
十

九
世
紀
哲

学
史
』
以

来

久

々
に
書
き
下

ろ
し
た
著
書
で
あ
り
、
自
ら
の
体
系
構

築
の
宣

言
書
で

あ
る
。

こ
の
時
期
す
な
わ
ち
後

期
の
三

宅
は
、
「
歴
史
や
社

会

か
ら
」

考
え
始

め
、

諸
現
象

を
統
一

的
に
理

解
す

る
立

場
を
、
人
間
存

在
の
存

在

論
的

解
明

に

よ

っ
て
基
礎
付
け
、
そ
こ

か
ら
体
系
的

に
、
道
徳
、
芸
術

、
歴
史

、
宗

教
の

問
題
を
解
明
し
よ
う
と
試
み

る
の
で
あ

る
。

ま
ず
本
書
の
主
題

に
つ

い
て

、
な
ぜ

「
人
間
存
在
」

か
と
い
え

ば
、
哲
学

で

は
人
間
の
存
在
そ
の
も

の
，

し
か
も
現
実

の
人

生
と
呼

ば
れ
て

い
る
も
の

が
全
体
的
根
本
的

に
明
ら

か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
か
ら
で

あ
る
。
諸
々
の

経

験
科
学

は
抽
象

的
側
面

に
つ
い
て

の
認
識
し

か
与
え

な
い
。
さ
ら
に
な
ぜ

「
現
実
」

か
と

い
う
と

、
わ
れ
わ
れ

は
経

験
な
く
し
て

現
実

を
知
る
こ

と
は

で
き
な

い
か
ら
で

あ
る
。
方
法

に
つ
い
て

は
「
現

象
学
的
方
法
」
と
い
わ
れ

る
が
、
こ
れ

は
特

定
の
方
法
を
必
ず

し
も
意

味
せ
ず
、
「
開
放

的
作
業

的
方

法
」
で
あ

る
。
三

宅
は
本
書
で

も
西

洋
哲
学
の
分

厚
い
伝
統
を
受
け
と
め
た

う
え
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
哲
学
の
主
張
が
い
か
な
る
前
提
に
基
づ
き
、
い

か
な

る
限
界
を
も
つ

か
を
解
明

し
よ
う
と
す
る
。

し

か
し
何
と

言
っ
て

も
、
本
書
の
最
大
の
特
色
は
、
哲
学
の
み
な
ら
ず
、

生
物
学
、
歴
史
学
、
社
会
学
等
の
異
な
っ
た
分
野

に
及
ぶ
膨
大
な
量
の
読
書

が
蓄
積
さ
れ
、
そ
れ
ら

の
多
様
な
素
材
が
三
宅

の
い
う
「
経
験
的
現
実
」
の

視
点

か
ら
統
一

さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
宅

は
生
前
「

哲
学

は
万
学
の

ア
マ
チ

ュ
ア
で
あ

る
こ
と
が
で
き
る
」
点
を
喜
び
と
し
て

い
た
。
け
だ
し
、

現
代

に
あ

っ
て
自

然
科
学
や
社
会
科
学
の
知
見
と
働
き

に
無
関
心
で
あ
る
よ

う
な
哲
学

は
、
自
己

閉
塞
に
陥
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
三
宅

は
、
哲
学
と
、

自
然

科
学
や

社
会
科
学
と
の
イ

ン
タ
ー
・
デ
ィ
ス
プ
リ
ナ
リ
ー
な
対
話
を
、

換
言
す
れ
ば

異
分

野
の
学
問

成
果
と
の
比
較
な
い
し
比
較
思

想
を
遂
行
す
る

な
か
で

、
彼

の

『
人
間
存
在
論
』
を
展
開
す
る
の
で

あ
る
。

い
ま
同
書
第
二

章

「
歴
史
」

を
例
に
と
っ
て
三
宅
の
議
論
の
特
徴
を
見
よ

う

‥

「
一
　

歴
史

の
領
域
」
‥
ま
ず

「
歴
史
」

と
い
わ
れ

る
も
の
の

領
域
が

限
界

づ
け

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

（「
自
然
」
や
「
道

徳
」

な
ど
他
の
諸

領
域

も
同

様
で

あ
る
）
。

歴
史
は
道
徳
化

も
全
体
化
も
さ

れ
て

は
な
ら
ず

、
ま
た
感
覚

的
雑
多
で

も
な
い
。
そ
の
意
味
で
三
宅
は
ト
ッ

ク
ヴ
ィ
ル
、

マ
ル
ク
ス
、
あ

る
い
は
ウ

ェ
ー
バ
ー
や
リ
ッ
カ
ー
ト
を
批
判
し
、
む
し
ろ
歴
史
家
Ｅ

・
マ
イ

ア
ー
や
社
会
学
者
Ｇ

・
ジ

ム
メ
ル
の
方
を
評
価
す
る
。
し
か
し
体
験
を
基

に

す
る
デ
ィ
ル

タ
イ
と
も
ま
た
違
っ
て

、
結
局
、
社
会
的
作
用

を
も

つ
行
為
の

連
関
を
歴
史
の
領
域
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

「
二
　

行
為

と

制
度
」
‥
三

宅
は

ウ
ェ

ー
バ
ー

の
よ

う
な

ノ
ミ

ナ
リ
ズ

ム

（
個
人
的
行
為
へ
の
還
元
）
に
反
対
し
て
、
ア

メ
リ
カ
の
社

会
学
者
Ｔ
・

パ

ー
ソ
ソ
ズ
の
い
う
「
制
度
」
の
概
念

に
注
目
す
る
。

「
三
　

学
説
史
的
考
察
」
二

二
宅
の
膨
大
な
読
書

の
蓄
積
が

遺
憾
無
く
発
揮



さ
れ
て

い
る
箇
所
。
三
宅
は
、
自
分

の
思
想

を
明
確

に
す
る

の
に
役

立
つ
と

思
わ
れ

る
諸
学
説
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
を
論
評
し
な
が
ら
考
え
て

ゆ
く
。

例
え
ば
、
デ
ュ
ー
イ
の
「
進
歩
」
や

「
オ
プ
テ

ィ
ミ
ズ
ム
」
と

い
っ
た
形
而

上
学
的
独
断
を
批
判
し
、
こ
の
方
面
で

は
、
現
実
の
分
析

に
沈
潜
す

る
デ
ィ

ル

タ
イ

の
姿
勢
を
評
価
す
る
。

「
四
　

歴
史
的
作
用
連
関
の
諸

相
」
‥
諸
因
子

と
状
況

の
一
義
的

連
関

は
同

定
で
き
な
い
。
特
定
の
史
観

は
な

い
。
状
況

は
い
つ
で
も
特
定

の
状
況
で

あ

り
、
そ
の
折
々
に
相
対
的
に
制
約
さ
れ

る
だ
け
で
あ

る
。
歴
史

の
作
用

連
関

は
「
果
て
し
の
な
い
行
き
掛
り
の
過
程
」
で
あ

る
。
三
宅
は
、
人
間

の
現
実

を
鋭
く
透
視
し
て

、
社
会
革
命
が
人
間
を
根
本
的

に
変
え
る
な
ど
と

い
う
期

待
も
実
現
し
が
た
い
と
結
論
す
る
。

歴
史
を
通
じ
て

人
間

性
は
変
わ
ら
な

い
！
　

こ
の
三
宅
特
有
の
リ
ア
リ

ズ

ム
な
い
し
ペ

シ
ミ
ズ

ム
は
、
『
人
間
存

在
論
』
で

は
次
の
第
三

章
「
自
己
」

の
所
で
主
題
的
に
表
現
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
詳
細

に
つ

い
て
は

い
ま

は
省
く

他
は
な

い
が
、
と
に
か
く
自
己
は
既

に
事
実
性

の
な

か
に
投
げ
入
れ
ら
れ
て

い
る
と

い
う
点
が
強
調
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ

に
は
『
存
在
と
時
間
』
が

意
識
さ
れ
て
は
い
る
が
、
三
宅

は
同
時

に
そ
の

ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
の
存
在

論
の

中
に
、
形

式
化
さ
れ

た
キ
リ

ス
ト
教

的
概
念
が

入
り
こ
ん
で

い
る
と

見
て

も
い
る
。
そ
し
て

三
宅
自
身
は
、
事
実
性

に
よ

る
自
己
の
規
定
と

い
う
問
題

を
彼
な
り
に
考
え
て

、
「
土
俗
性
」

と

い
う
概
念
を
提
示

す
る

の
で

あ

る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
各
自
の
少
年
期

を
、
自
ら

選
ぶ
こ
と

な
し
に
、

そ
う
し
て

わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
深

く
浸
み

こ
ん
だ
も
の
と
し
て
も
つ
」
。
こ

の
と
き
三

宅
が
、
彼
自
身

の
少
年

期
、
自
分

の
育

っ
た
時
代
と
社
会
の
状
況

を
回
顧
し
、

念
頭

に
お
い
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

こ
う
し
て

わ
れ
わ
れ

は
、
三
宅
自
身
が
生
ま
れ
、
育
ち
、
学
ん
だ
歴
史
的

世

界
の
岡
山
、
精

確
に
い
え
ば
明

治
後
半
期
か
ら
大
正

前
期
に
か
け
て

の
岡

山

と
い
う
問
題
性

の
前

に
連
れ
出

さ
れ

る
。
そ
こ
で
ふ

論
の
最
後

に
、
近
代

岡
山
の
精
神
的
風

土
に
つ
い
て

、
三
宅
哲
学
と
の
関
係
、
ま
た
近
代

日
本

に

お
け

る
西
洋
思

想
の
受

容
と
い

う
観
点
か
ら
展
望
し
て

お
き

た

い
。
（
そ

の

よ
う
な
試
み

は
、
今
回

の
岡
山
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で

「
大
西
、
綱
島
、
三

宅
」
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
の
趣
旨

に
も
沿
う
で

あ
ろ

う
）
。

お

わ

り

に

―
三
宅
剛
一
の
学
風
、
岡
山
の
精
神
的
風
土
―

三
宅
の
学
風
と
し
て

は
、
方
法

的
な
面
で
は
、
「
学
と
し
て

の
哲
学
」
の

理
念

の
追
究
、
西
洋
の
原

典
の
厳
密
な
読
解
、
そ
し
て
論
理

の
飛
躍
や
主
観

的
心
情

の
混
入
へ

の
厳
し

い
ま
で

の
禁
欲
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
し

か
し
内

容
的
な
面
を
み

る
と
、
三

宅
哲
学
そ
の
も
の
の
拠
っ
て

立
つ

立
場
と
し
て
、

そ
こ
に
最
初
か
ら
リ
ア
リ
ズ
ム
・
ペ
シ
ミ
ズ
ム
・
リ
ゴ
リ
ズ
ム
と
い
う
傾
向

が
見
え
隠
れ
し
て

い
る
こ

と
も
ま

た
否
定
で
き
な
い
。
そ
し
て
じ
つ

は
こ
の

よ

う
な
傾
向
こ
そ
、
三
宅

哲
学
と
岡
山
を
結
ぶ
接
点
で
も
あ

る
。

三
宅

の
長
男
で
あ
る
三
宅
正
樹
教
授
に
よ
れ
ば
、
四
百
年

続
い
た
生
家
が
、

実
父

の
事
業
失
敗

の
た

め
に
少
年
三
宅
の
目
の
前
で
没
落
し

た
こ
と
が
、
世



俗
的
な
も
の
一
切
へ
の
嫌
悪

感
や
死
の
意
識
を
三
宅

に
植
え
付
け

た
と

い
う
。

そ
こ
か
ら
ま
た
学
問

へ
の
厳
し
さ
も
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
徹
底
性
や
批

判
性

は
三
宅
六
十
年

余
の
哲
学
研
究

に
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ

た
。
師
西
田
幾

多
郎
も
、
「
中

々
に
人
を

う
け
が

わ
な

い
三
宅
君
」
だ

か
ら
こ
そ
、
「
三
宅

は

ど
の
よ
う

に
批
評
す

る
か
」

を
常

に
知
り

た
が

っ
た
と
い
う
。
し
か
し
以
上

の
こ
と

は
、

単
に
三

宅
個
人

の
事
情
や
性
格

に
と
ど

ま
ら
ず

、
も
う
少
し
広

く
近
代
岡
山

の
精

神
的
風

土
に
も

つ
な
が

っ
て

い
る
よ
う
に
、
私
に
は
思
わ

れ

る
。

岡
山
県
（
備
前
十
備
中

十
美
作
）
は
、
我
が
国

で
も
、
ず
ば

ぬ
け
て
多

く
の
、

そ
れ
も
第

一
級
の
哲
学
者
、
思
想
家
、
文

学
者
等
を
輩
出

し
て
い
る
。
大
西

祝

や
綱
島
梁
川

の
批
評
主
義
や
徹
底

性
な
ど

は
、
三
宅
や
そ
の
他
の
岡
山
出

身
者
に
も
多
か
れ
少
な
か
れ
共
通
し
て
見
出

だ
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
そ

れ
は
、
玄
人
好
み
の
専
門
性
と
か
鑑
識
眼
の
鋭
さ
で
あ
り
、
そ
の
反
面
、
頑

固
一
徹
、
人
好
き
の
悪
さ
、
融
通
の
無
さ
と
い

っ
た
評
も
あ

る
よ

う
だ
。
ま

た
リ
ア
リ

ズ
ム
に
関
し
て

は
、
「
人

生
は
そ

う
大
し

た
も
の
で

は
な
い
」
と

い
う
感
覚
を
岡
山
出
身

の
思
想
家
や
文
学
者
は
程
度
の
差

こ
そ
あ
れ
持

つ
と

も
言
わ
れ
て

い
る
。
逆

に
所
謂
理
想
主
義
、
例
え
ば

白
樺
派

の
よ
う
な
方
向

等

に
対
し
て

は
或

る
距
離
が
見
受
け
ら
れ

る
。
三
宅
も

六
高
在
学
中
に
ロ

シ

ア
文
学

に
親
し
み

、
後

に
も
同
郷
で
自
然
主
義

の
正
宗

白
鳥
を
愛
読
し
た
。

そ
れ

に
し
て
も

岡
山

に
こ
れ

だ
け
の
人
材

の
輩
出

を
み

た
の
は
何
故

か
。

わ
れ

わ
れ

は
安
易

な
想
定
を
差
し
控
え
、
自
然

・
歴
史

・
文
化
・
宗
教
・
教

育

に
関
す

る
以
下

の
事
実
だ
け

を
挙
げ
て

お
こ

う

‥

１
　

山
陽
道

等
主
要
幹
線
に
位
置

し
、
京

都
・
大
阪

に
も
近
い
。
三
大
河

川
と
瀬
戸
内

海
。
気
候
温
暖
で

地
形

も
穏
や

か
で
、
自
然
災
害
が
少

な
い
。
た
め
に
経
済
的
に
も
豊
か
で

あ
っ
た
。

２
　

江
戸

後
期

の
瀬
戸

内
海
、
四

国
地
域

に
お
け

る
寺
社
参

詣
の
流
行

（
情
報
の
交
換
と
蓄
積
）

３
　

江
戸

後
期
約
百
年
間

の
備
前
備
中
美
作
三
国
に
お
け

る
。
寺
子

屋
の

設
立
総
数
一
〇

三
一

は
全
国
第
三
位
、
私
塾
の
数
一
四
四

は
第
一
位
。

支
配
層
の
民
衆
教
化
重
視
、
民
衆
の
学
習
意
欲
の
増
大
。

４
　

新

興

の
宗

教
（
金
光
教
、
黒
住
教
）
や

宗
教
的

ラ
デ

ィ

カ
リ

ズ

ム

（
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
）

の
誕

生
。
法
然
、
栄
西

の
出

身
地
。
明
治

初
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
県
下

へ
の
迅
速
な
伝
播
。

５
　

明
治
早
期
の
学
校
設
置

の
波

（
明
治
七
年
岡
山
中
学
。
明
治
二
八
年

時
点
で

は
県
立
中
学
三
校
、
私

立
中
学
四

校
）
、
女
子

教
育
の
充
実

（
明
治
四
一
年
時
点
で
高
等
女
学
校
一
七

校
は
全
国
第
一
位
）

本
年
二

月
逝
去

さ
れ

た
司

馬
遼
太
郎
氏

に
よ
れ
ば
、
日

本
有
数

の
教
育

県

・
学
者
県
で

あ
る
岡
山

は
、
そ
の
暗
い
政
治
史
・
軍

事
史
の
ゆ
え

、
ま
た

目

立
た
ぬ
幕
末
・
維
新
期
の
情
勢
の
ゆ
え
に
、
と
も
す
れ
ば
冴
え
わ
た
ら
な

い
イ

メ
ー
ジ
を
被
っ
て

い
る
。
し
か
し
明
治
に
入
っ
て

学
校
制
度
が
こ
の
地

で

い
ち
早
く
整
備
せ
ら
れ
る
や
、
官
僚
、
軍
人
、
政
治
家
、
文
学
者
、
芸
術

家
、
哲
学
者
、
宗
教
家
を
続
々
と
輩
出
し
た
。
新
興
の
宗
教
を
二
つ
も
持
ち
、

形
而

上
学
的
と
も
い
え
る
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
を
生
む
な
ど

、
岡
山
に
は
独

特
な
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
形
で
の
日
本
史
へ
の
貢
献
と
い
う
こ
と
が



言

え

る

と

す

れ

ば

、

三

宅

剛

一

を

通

し

て

、

あ

る

い

は

大

西

や

綱

島

等

を
通

し

て

、

岡

山

が

近

代

日

本

に

お

け

る

西

洋

哲

学

の

受

容

に

は

た

し

た

貢

献

も

、

確

か

な

そ

れ

と

し

て

、

決

し

て

忘

れ

ら

れ

て

は

な

ら

な

い

で

あ

ろ

う

。

（
１
）
「
三
宅
」
と

い
う
姓

は
岡
山
県
、
と
く

に
倉
敷
以
西

に
多

い
と

い
わ

れ
て
い

る
。

（
２
）
　
船
山

信
一
『
日
本
の
観
念
論
者
』
、

英
宝
社
、
一

九
五
一

年
、

第
一

章
／

高

坂
正
顕

『
明
治
思

想
史
』
。
高
坂
正
顕
著

作
集
第
七

巻
、
理

想
社
、
一
九

七
〇

年
参
照
。

（
３

）
　
大
西
祝
全
集
第

六
巻
「
思
潮
評
論
」
、
警
醒

社
。
一
九
〇

四
（
明
三
七
）
年
。

五
五
一

六
〇
頁

他
／

平
山

洋
『
大
西
祝
と
そ
の
時
代
』
日

本
図
書

セ
ン

タ
ー
、

一
九
八
九
年
、
一
七
五
－

一

八
八
頁
参
照
。

（
４
）
　
出
隆
著
作
集
第
七
巻
「
出
隆
自

伝
」
、
勁
草

書
房
、
一

九
七
八
年

。
三
〇
二

頁
以
下

参
照
。

（
５
）
　
酒
井
潔
「
岡
山
出
身
の
哲
学
者
三
宅
剛
一
の
生
涯
と
思
想
（
一
）
－

若
き

三
宅
に
お
け
る
ラ
イ
プ

エ
ッ
ツ
と
現

象
学
の
受
容
－

」
、
山

陽
放

送
学
術
文

化
財
団
「
リ
ポ
ー
ト
」
第
三
五
号
。
一
九
九
一
年
、
参
照
。

（
６
）
　
酒
井
潔
「
大
正

期
第
六
高
等
学
校
の
人
文
教
育
と
哲
学
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
の
形

成
」
、
両
備
樫
園
記

念
財
団

『
学
術
。
文
化
、
芸

術
、
教
育
活

動
に
関

す
る
研

究
論
叢
』
第
七
集
、
一
九
九
四
年
、
参
照
。

（
７
）
　
大
正

一
三
年
こ
の
「
科
学
概
論
」
担
当
教
官
と
し
て
赴
任
（
前
任
者

は
順
に
、

田
辺
元
、
小
山
鞆
絵
、
高
橋
里
美
）
、
以
来

昭
和
二

六
年
法
文

学
部
哲

学
科
教

授
に
配

置
替
え
に
な
る
ま
で
二
二
年
間
在
任
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
関
連
文
献
や

資

料
は
、
研

究
室
が
仙

台
空
襲
を
う
け

、
大
半

が
失

わ
れ
た
。

（
８
）
　
Ｒ
・
ブ
ル
ジ
ー
ナ
「
現
象
学
的
形
而
上
学
へ
の
問
い
―
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ィ

ン
タ
『
第
六
デ
カ
ル
ト
的
考
察
』
に
よ
せ
て
―
」
（
酒
井
潔
訳
、
『
思
想
』
第

八

四

一

号

。

一

九

九

四

年

七

月

）

参

照

。

（

９

）
　

『

ハ

イ

デ

ッ

ガ

ー

の

哲

学

』

弘

文

堂

、

一

九

八

八

年

。

三

三

頁

参

照

。

Ｖ

ｇ

ｌ
． 　

Ｄ

ｏ

ｎ
:
:
1
.

０
ｎ

　

Ｃ

ａ

ｉｒ
ｎ

ｓ
,
　

Ｃ

ｏ

ｎ

ｖ

ｅ
ｒ
ｓ
ａ

ｔ
ｉｏ

ｎ

ｓ

 
w

ｉ
ｔ
ｈ

　

Ｈ

ｕ

ｓ
ｓ
ｅ

ｒ

ｌ
　

ａ

ｎ

ｄ

　

Ｆ

ｉｎ

ｋ
,

Ｔ

ｈ
ｅ

　
Ｈ

ａ

ｇ

ｕ

ｅ

，
　

１
９
７

６

，ｐ

・
１
７

ｆ
ｆ

・

（

10

）
　

Ｍ

ａ

ｒ

ｔ
ｉｎ

　

Ｈ

ｅ

ｉ
ｄ
ｅ

ｇ

ｇ
ｅ

ｒ
,
　

Ｓ
ｅ

ｉ
ｎ

 

ｕ

ｎ

ａ

　

Ｚ

ｅ

ｉ
ｔ

，　

１
２

・
Ａ

ｕ

ｆ
ｌ・
Ｔ

ｉ
ｉ
ｂ
ｉ
ｎ
ｇ

ｅ
ｎ

，

１
９

７
２

，
　
Ｓ

・
３

１
２

・

（
1
1

）
　

こ

の

視

点

か

ら

、

い

ま

戸

坂

潤

の

古

典

的

な

対

和

辻

批

判

（
「

和

辻

博

士

・

風

土

・

日

本

」

。

戸

板

潤

選

集

第

五

巻

、

伊

藤

書

店

。

一

九

四

八

年

）

も

改

め

て

読

み

直

せ

る

か

も

し

れ

な

い

。

（

1 2

）
　

三

宅

は

こ

の

時

期

に

書

い

た

長

編

論

文

「

実

数

の

領

域

と

連

続

」

（
『

哲

学

研

究

』

一

六

三

。

一

六

五

号

、

一

九

二

九

（

昭

四

）

年

）

を

、

西

田

に

捧

げ

た

。

集

合

論

か

ら

。

場

所

的

な

意

味

の

「

領

域

」

を

考

え

て

い

る

。

（
1
3
）
『
学
の
形
成
と
自
然
的
世
界
』
新
版
。
み
す
ず
豊
房
、
一
九
七
三
年
、
Ⅷ
｀
頁
。

（

1 4

）
　

Ｖ

ｇ

ｌ
・
Ｂ

ｒ

ｉ
:
1
.
ｖ
ｏ

ｎ

　
Ｈ

ｕ
ｓ
ｓ
ｅ

ｒ

ｌ
　
ａ

ｎ

　
Ｍ

ｉ
ｙ

ａ

ｋ
ｅ

　
ｖ
o
m

　

１
９

・
４

・

１
９
３

３
・

閲

覧

を

許

可

下

さ

っ

た

三

宅

正

樹

教

授

に

深

甚

の

謝

意

を

表

し

た

い

。

（
1
5

）
　

下

村

寅

太

郎

、

書

評

「

三

宅

剛

一

氏

著

『

学

の

形

成

と

自

然

的

世

界

』

」

京

都

帝

国

大

学

新

聞

、

昭

和

一

六

（

一

九

四

一

）

年

一

月

二

〇

日

号

。

（
1
6

）
　

岡

山

大

学

編

『

岡

山

大

学

二

十

年

史

』

、

一

九

六

九

年

、

一

六

四

頁

参

照

。

（
1
7

）

『

人

間

存

在

論

』

。

勁

草

書

房

、

一

九

八

〇

年

（

七

刷

）

、

「

序

」

一

頁

参

照

。

（

1 8

）

『

経

験

的

現

実

の

哲

学

』

、

「

あ

と

が

き

」

（

三

宅

正

樹

）
、

弘

文

堂

、

一

九

八

〇

年

、

三

三

九

頁

参

照

。

（
1
9
）
　
酒
井
潔
「
三
宅
剛
一
の
哲
学
―
―
比
較
思
想
の
観
点
か
ら
―
―
」
、
『
比
較
思

想

研

究

』

第
2
0

号

、

一

九

九

四

年

。

一

八

九

～

一

九

〇

頁

参

照

。

（
2
0

）
　

Ｖ

ｇ

ｌ・

Ｈ

ｅ

ｉ
ｄ
ｅ
ｇ

ｇ

ｅ

ｒ

，ｏ

ｐ

・
ｃ

ｉ
ｔ

・
,
　
§
２

９
,
３
１

．

（
2
1

）
　

『

ハ

イ

デ

ッ

ガ

ー

の

哲

学

』

、

八

五

頁

以

下

参

照

。

（
2
2

）
　

『

人

間

存

在

論

』
、

一

六

二

頁

。

ま

た

『

時

間

論

』

、

岩

波

書

店

、

一

九

七

六

年

、

三

頁

以

下

参

照

。



（
2
3）

『
経
験
的
現
実
の
哲
学
』
、
三

三
九
頁

参
照
。

（
2
4）
　
西
田
幾
多
郎
、
下

村
寅
太
郎
宛

書
簡
、
一
九
三
八

（
昭
一
三
）
年
八
月
二
六

日
付

、
西
田
幾
多
郎

全
集
第
一
九
巻
。

（
2
5）
　
下
村
寅
太
郎
、
書
評
「
三
宅
剛
一
著

『
経
験
的
現
実
の
哲
学
』
」
、
図
書
新
聞
、

一
九
八
〇
年
一
〇
月

一
一
日
号

。

（
2
6）
　
そ
の
他
の
主
な
岡
山

出
身
者

‥
　
哲
学

‥
津
田
真
道
、
近
藤
洋
逸
／

思
想

‥

片
山
潜
、
山
室
軍
平
／

文
学
・
評
論

‥
森
田
思
軒
、
正
宗
白
鳥
、
薄
田
泣
菫
、

坪
田
譲
治
、
内

田
百
聞

、
木
下
利

玄
、
阿
部
知
二
／

宗
教

‥
黒
住
宗
忠
、
赤
沢

文
治
／

絵
画

‥
竹
久
夢
二
、
小

野
竹
喬
／

物
理
学
・
生
物
学

‥
仁
科
芳
雄
、
川

村
多
実
二
／

政
治

‥
犬
養
毅
、
山

川
均

（
2
7）
　『
経
験
的
現
実

の
哲
学
』
、
三
三
九
、
三
四
二
参
照
。

（
2
8）
　
ひ
ろ
た
ま
さ
き

、
倉
地
克
直
編
著

『
岡
山
県

の
教
育
史
』
、
思
文
閣

出
版
、

一
九
八
八
年
、
一
九
一
頁
以
下

、
秋
山

和
夫

『
岡
山

の
教
育
』
第
三
版
、
日
本

文
教
出
版
、
一
九
七

九
年
、
参
照

。

（
2
9）
　
司
馬
遼
太
郎

『
歴

史
を
紀
行
す

る
』
、
文
春

文
庫
、
一
九
七

六
年
、
一
五
五

―
一
七
四
頁
参
照
。

（
さ

か

い

・
き

よ

し

、

哲

学

史

、

学

習

院

大

学

教

授

）
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